平成１４年度第２回アナ２技術.doc

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１に示す押しボタンダイヤル式電話機のダイオード整流回路についての次の記述は、（　ア　）が正しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　通話時に直流を阻止して受話器の性能を確保する。

　②　低い周波数領域の防側音特性を改善する。

　③　通信中の極性の変化に対するノイズを消去する。

　④　発振回路に加わる電源の極性を常に一定にする。

　⑤　雷害時に保安器の雷サージ電流が正しく流れるように整流する。
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　（２）　押しボタンダイヤル信号（ＰＢ信号）の発振回路には、１チップの集積回路（ＬＳＩ）が使用され、（　イ　）処理により２周波ダイヤル信号を合成するシンセサイザ方式が採用されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　アナログ　　②　アナライザ　　③　マルチ　　④　タイミング　　⑤　デジタル


　（３）　アナログコードレス電話機は、電話機のコード（電話機ひも）等の部分を無線回線に置き換えたもので、（　ウ　）により電気通信回線に有線で接続される。　　　　　　　　　（４点）

	　①　検出装置　　②　切替装置　　③　接続装置　　④　無線部　　⑤　シンセサイザ部


　（４）　メモリダイヤル電話機の機能概要について述べた次の二つの記述は、（　エ　）。　（４点）

　　　　Ａ　直前にダイヤルした電話番号が自動的に記憶され、次の発信の際、ボタン操作によりワンタッチで記憶されているダイヤル数字を送出する機能は、ダイレクトインダイヤル機能といわれる。

　　　　Ｂ　スピーカボタンの押下により、ハンドセットを上げずにダイヤルできる機能は、プリセットダイヤル機能といわれる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　図－２に示す防側音回路において、受話の際、線路を伝わってきた電流は、実線の矢印方向に流れ、これに巻線間の誘導作用により破線の矢印方向の電流が加わる。その結果、Ｚｎを流れる電流が相殺され、受話器にのみ受話電流が流れるので、Ｚｎによる（　オ　）の発生を防ぐことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　損　失　　②　利　得　　③　発　振　　④　雑　音　　⑤　飽　和
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第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図－１の電子式ボタン電話装置において、略号で示す各制御プロセッサのうち、二つのプロセッサの機能について述べた次の記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　（４点）

　　　　Ａ　回線制御プロセッサは、着信検出回路、内線回路、ＰＢダイヤル送出回路などを制御する。

　　　　Ｂ　通話路制御プロセッサは、クロスポイントスイッチにより回線切替えを行うほか、保留回路などを制御する。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない
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　（２）　電子式ボタン電話装置では、主装置とボタン電話機間のボタン押し下げ情報やランプ点滅情報等の制御情報のやり取りは、デジタル信号の制御情報を多重化し、（　イ　）を通して行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　変復調回路　　②　データ線　　　　　　③　通話線

　④　ＮＩＣ回路　　⑤　ダイヤル送出回路


　（３）　電子式ボタン電話装置の電源回路などに使われているスイッチングレギュレータには、一般に、電磁波妨害の発生を防止するため、スイッチング動作の立ち上がり、立ち下がりの波形を滑らかにしてサージ電圧の発生を抑制する働きを持つ（　ウ　）回路が設けられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　帯域通過フィルタ　　②　平　滑　　③　スナバ　　④　スライス　　⑤　ホトカプラ


　（４）　図－２は、電子式ボタン電話装置の停電自動切替装置のブロック図を示したものである。

　　（ⅰ）　停電自動切替装置は、停電及び停電復旧に備え、（　エ　）及び停電用電話機それぞれの通話電流を監視する機能を持っている。

　　（ⅱ）　停電時には、（　エ　）及び停電用電話機が（　オ　）状態になると切替動作を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点×２＝８点）

	　①　終　話　　②　制御線　　③　内　線　　④　外　線　　⑤　受　話
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第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２４（ＪＩＳ　Ｘ　５１０１）で規定されるデータ回線終端装置（ＤＣＥ）とデータ端末装置（ＤＴＥ）間の１００シリーズ相互接続回路において、データセットレディ（ＤＲ）は、ＯＮ状態で、（　ア　）をＤＴＥへ示す回路である。　　　　　　　（４点）

	　①　相手端末からの着呼　　　②　データ伝送開始のための制御信号授受可能

　③　相手端末の応答　　　　　④　転送データの送信不可

　⑤　転送データの送信可能


　（２）　手動発信自動着信形の網制御装置（ＮＣＵ）を内臓した電話機では、送信先の応答が確認され、送信指示を検出するとＮＣＵは、データ端末装置に（　イ　）を送出する。　　（４点）

	　①　選択信号（ＳＳ）　　　　　②　グループ命令信号（ＧＣ）　　③　送信要求（ＲＳ）

　④　回線接続指令（ＣＭＬ）　　⑤　相手側接続完了（ＤＳＣ）


　（３）　モデム相互間の伝送制御を行うプロトコルとして、モデムに広く実装されている手順の一つであるＭＮＰでは、モデム相互間の伝送エラーの検出方法として、ＨＤＬＣ手順でも使用している（　ウ　）方式を採用している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　パリティチェック　　②　チェックサム　　③　ＣＲＣ　　④　ハミング符号


　（４）　ファクシミリ呼の制御手順は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０では、フェーズＡ～フェーズＥの五つに分かれている。このうちファーズＤの内容には（　エ　）がある。　　　　　　（４点）

	　①　メッセージ終了及び確認　　②　メッセージ伝送　　③　呼設定　　④　呼解放


　（５）　ファクシミリ装置の光電変換に用いられるＣＣＤイメージセンサは、空乏層に入射した光の刺激により発生した（　オ　）を、ＣＣＤシフトレジスタに順次転送し、出力信号として取り出すものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　イオン　　②　磁気信号　　③　発光光量　　④　反射光量　　⑤　電　荷


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　ボタン電話装置の設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、発信電話番号受信機能の確認試験は、通常、（　ア　）から着信をかけ、発信回線の発信者番号情報又は発信者番号情報に一致する氏名情報等をボタン電話機の表示器に表示することを確認する。　　　　　（４点）

	　①　公衆電話

　②　発信者番号通知サービス提供不可のＣＡＴＶ網に接続された電話

　③　発信者番号通知サービス提供可の回線

　④　ユーザにより非通知操作が行われた携帯電話


　（２）　保安装置を構成する３極避雷管について述べた次の記述のうち、誤っているものは、（　イ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＩＣ等の半導体電子部品を使用している端末設備に適した避雷器である。

　②　セラミックス製の管内にＬ１、Ｌ２線の電極を対向させ、その中間にアース電極を挟んだ構造である。

　③　管内に低圧のアルゴンなどの不活性ガスが封入されている。

　④　Ｌ１、Ｌ２線の電極間では同時に放電が行われるが、Ｌ１、Ｌ２線間には炭素避雷器と同様に電位差が生じやすい。


　（３）　フラットフロアケーブル配線保護のために用いるフラットプロテクタの分岐箇所では、（　ウ　）が用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　フロアボックス　　②　プロテクタサポート　　③　フロアクリップ

　④　ケーブルパス　　　⑤　フロアカバー


　（４）　コードレス電話機の子機の電池には、一般に、充電して繰り返し使用できる（　エ　）が用いられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ニッケルカドミウム電池　　②　アルカリボタン電池　　③　マンガン乾電池

　④　空気亜鉛電池


　（５）　既設の一般電話回線と共用してフルレート規格のＡＤＳＬ（非対称デジタル加入者線）を利用する場合、電話信号とＡＤＳＬ信号を分離するため、ボタン電話装置や電話機と既設の電話回線との間に（　オ　）を設置する方式が用いられる。　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　回線保護装置　　②　スプリッタ　　③　転換器　　④　モデム　　⑤　Ａ／Ｄ変換回路


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　出回線数が２２回線の交換線群に２０アーランの呼量が加わったとき、呼損率を０．０１とすれば、回線の平均使用率は（　ア　）パーセントである。　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　５０　　③　６０　　③　７０　　④　８０　　⑤　９０


　（２）　ある２０回線の回線群がＴ時間内に運んだ呼数をＣ呼、その平均回線保留時間をｈ分とすれば、この回線群１回線当たりが運んだ平均呼量は、（　イ　）アーランである。　　（４点）　
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　（３）　ある回線群について使用中の回線数を１時間にわたって、５分ごとに調査したところ、表に示す結果が得られた。この回線群の回線数が２０回線のとき、回線の平均使用率は、（　ウ　）パーセントである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　５．４　　②９．０　　③２１．６　　④　４５．０　　⑤　６４．８
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　（４）　ある回線群のトラヒック量は、各回線が呼によって保留されている（　エ　）に等しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　待ち時間　　②　単位時間　　③　平均保留時間　　④　延べ時間


　（５）　任意の入回線に生起した呼が、出回線が空いているにもかかわらず損失呼となることのある交換線群は、（　オ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　完全線群　　②　不完全線群　　③　保全線群　　④　結線群　　⑤　独立線群


解答

第１問（ア）④　（イ）⑤　（ウ）③　（エ）④　（オ）①

第２問（ア）④　（イ）②　（ウ）③　（エ）④　（オ）①

第３問（ア）②　（イ）⑤　（ウ）③　（エ）①　（オ）⑤

第４問（ア）③　（イ）④　（ウ）②　（エ）①　（オ）②

第５問（ア）⑤　（イ）④　（ウ）④　（エ）④　（オ）②
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